
（別紙）

市町村名 嘉手納町

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 嘉手納町観光客受入体制整備事業
沖縄２１世紀ビジョン 第３章－３－(2)－ア

基本計画該当箇所 国際的な沖縄観光ブランドの
確立

平成 年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ－1－（1）
26 29 該当箇所

担当部課名 産業環境課
事業実施
年度

平成 ～

事業内容
　嘉手納町観光振興基本計画に基づき、観光振興の基盤となる観光ガイドの確保・育成を図るため、嘉手納町観光ガイド育成講
座等を実施する。

実施方法 □ 直接実施 ■ 委託 □ 補助 □

Ａ．予算現額 2,402 1,968 3,172 3,541 11,083

負担 □ その他（　　）

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 総事業費

Ｂ．執行済額 2,133 1,968 3,172 2,997 10,270

執行率（％）(B/A) 88.8% 100.0% 100.0% 84.6% 92.7%

うち
交付金充当額

1,706 1,574 2,537 2,398 8,215

執行状況の説明
・H29年度は受講者数の減少により544千円の不用が生じたが、最終的な執行率は92.7%となり、概ね計画的に
執行できた。

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）
達成状況

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

事業期間中
の予算額
・執行額
【単位:千円】

－

実　績
研修講座の
実施

－
講座12回
研修5回

講座・研修
18回

－

研修講座、実地研修の実施

目　標 研修講座 －
講座10回
研修5回

講座・研修
17回

－

実　績
先行事例視
察の実施

－ 2回 2回 －

先行事例視察

目　標
先行事例視

察
－ 2回 2回

－

実　績 － ５８日 － － －

派遣期間：５８日

目　標 － ５８日 － －

－

実　績 － 作成 － － －

ホームページの作成

目　標 － 作成 － －

－

実　績 － 作成 － － －

観光情報カードの作成

目　標 － 作成 － －

－

実　績 － － － 構築 －

観光メニュー(１コース)の構築

目　標 － － － 構築

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）
進捗状況

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

観光ガイドの育成人数

実　績 10名 － 7名 7名 －

目　標 5名 － 10名 10名 －

－

実　績 － 24回 － － －

観光ガイドによる観光客の受入

目　標 － 30回 － －
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事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

80%

実　績 － － － － 100%

H30年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

ガイド利用者への満足度調査を実施し、ガイドの案内に
満足したか（80%以上）を含め、利用者へのアンケートによ
り本事業のあり方を検証する。

目　標 － － － －

実　績

目　標

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【H30年度】
・米軍基地が見える・体験できる町において観光ガイドが担う役割は大きく、平和学習に寄与する事業である。そのため、アンケート結果に基づきHP等を
活用して当事業を紹介し、多くの観光客へ活動内容と役割を伝え、利用者増加を図る。また、国外の方へ本町の現状を知っていただく機会の創出を図
るため、インバウンド対応について検討を行う。

状
況
説
明

【H30年度】
・ガイド利用者に対し、「ガイドの案内に満足したか」についてアンケートしたところ、結果は100％となり目標値を達成した。
・ガイド利用者のうち約77％の方がHPで観光ガイドの情報を得ている。コースの新設希望なども含めて、「また参加したい」と回答した方の
割合は100％であった。
・自由意見として「基地問題の理解が深まった」ことや「沖縄の日常生活を垣間見れた」などの意見があった。

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

【H30年度】
・満足度の目標値は達成しているものの、H30年度の観光ガイド利用回数は
10回、利用者数は121名（個人旅行8名、一般団体65名、学生48名）であり、
年間の施設来訪者数50万人に対して申し込みは0.02％となっている。ガイド
に対する満足度は高いため、利用者数増のための取り組みが必要である。

【H30年度】
・事業のPR方法を検討するとともに、リピーターの確保に向けてコースの
新設や既存２コースの見直しを検討する。
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市町村名 嘉手納町

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 かでな文化センター機能向上事業
沖縄２１世紀ビジョン 第５章－３－(2)－イ

基本計画該当箇所 圏域の特色を生かした産業
の振興

平成 年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ－1－（1）
24 29 該当箇所

担当部課名
嘉手納町
教育委員会

社会教育課
事業実施
年度

平成 ～

事業内容
　町民、県民が質の高い文化芸術公演に触れる機会や文化芸術活動を行う場の確保を図るため、かでな文化センター施設の機
能強化を行う。

実施方法 ■ 直接実施 ■ 委託 □ 補助 □

Ａ．予算現額 392,308 173,988 － 27,767 594,063

負担 □ その他（　　）

～H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 総事業費

Ｂ．執行済額 383,713 173,988 － 27,766 585,467

執行率（％）(B/A) 97.8% 100.0% － 100.0% 98.6%

うち
交付金充当額

302,815 139,190 － 22,213 464,218

執行状況の説明
・H25年度は受注生産である空調機器の納品が遅れ、翌年度に繰り越した。
・最終的な執行率は98.6%となり、概ね計画的に執行できた。

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）
達成状況

H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

事業期間中
の予算額
・執行額
【単位:千円】

－

実　績
基本設計書
作成済

実施設計
策定 － － －

バリアフリー化基本設計、実施設計
目　標

基本設計書
作成

実施設計
策定 － －

－

実　績
空調設備
工事実施済

制御盤工事 － － －

空調設備機能向上工事
舞台機構制御盤及び操作盤取換工事

目　標
空調設備
工事実施

制御盤・操作盤
取換工事実施 － －

－

実　績 － － ３箇所 － －
バリアフリートイレの整備

目　標 － － ３箇所 －

－

実　績 － － １基 － －
客席段差解消機及びエレベーターの整備

目　標 － － １基 －

－

実　績 － － １４４箇所 － －
ホール内客席通路手すり設置

目　標 － － １４４箇所 －

－

実　績 － － 実施済 － －
事務室移設

目　標 － － 実施予定 －

－

実　績 － － 実施済 － －
ホワイエカーペット張替え

目　標 － － 実施予定 －

設置工事の
施工

実　績 － － － －
設置工事の
施工完了

映像設備の設置工事の施工
目　標 － － － －

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）
進捗状況

H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

バリアフリー化基本設計、実施設計
実　績

基本設計書
作成済

実施設計
策定済 － － －

目　標
基本設計書
作成

実施設計
策定 － － －

－

実　績
空調設備
工事実施済

実施済 － － －

空調設備機能向上工事
舞台設備操作の電動化の基盤を整備する

目　標
空調設備
工事実施

基盤を整
備する － －

－

実　績 － － 実施済 － －

バリアフリー化により、施設内の移動を円
滑にし、利便性の向上を図る

目　標 － － 実施予定 －

設置工事
の竣工

実　績 － － － －
設置工事
の竣工

映像設備をかでな文化センター内に設置完了
目　標 － － － －
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事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

46,000人
以上

実　績 － － － － 43,499人

H30年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

かでな文化センターの利用者数

目　標 － － － －

実　績

目　標

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【H30年度】
・かでな文化センターのホームページ等を活用して、バリアフリー施設であることやプロジェクターを活用した演劇や映画、音楽鑑賞などの催事に対応で
きる施設、設備であることを外部へ発信し周知を図る。

状
況
説
明

【H30年度】
・H30年度の利用者数は43,499人であり、目標を下回っている。

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

【H30年度】
・利用者数は目標を下回ったものの、利用件数についてはH29年度実績の
130件から142件に増加している。目標未達成の要因としては、1件の催事に
対する利用者数が過年度と比較して少ないことによるものと考える。

【H30年度】
・利用者数が多く見込めるような催事の誘致を目指し、施設の情報を外部
へ周知する。
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市町村名 嘉手納町

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 嘉手納町観光振興推進事業 沖縄２１世紀ビジョン 第３章－３－(2)－エ

基本計画該当箇所 観光客の受入体制の整備

平成 年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ－１－（１）
29 29 該当箇所

担当部課名 産業環境課
事業実施
年度

平成 ～

事業内容
　本町の観光現状等を踏まえた観光振興の課題を明らかにし、今後の観光振興の方向性を示すため、嘉手納町観光振興基本計
画の策定を行い、観光誘客を図る。

実施方法 □ 直接実施 ■ 委託 □ 補助 □

Ａ．予算現額 6,891 － － － 6,891

負担 □ その他（　　）

H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 総事業費

Ｂ．執行済額 6,890 － － － 6,890

執行率（％）(B/A) 100.0% － － － 100.0%

うち
交付金充当額

5,512 － － － 5,512

執行状況の説明 ・執行率は100%であり、事業計画どおりに執行を行った。

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

事業期間中
の予算額
・執行額
【単位:千円】

－

実　績
観光振興計
画の策定

－ － － －

観光振興計画の策定

目　標
観光振興計
画の策定

－ － －

実　績

目　標

実　績

目　標

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

観光振興基本計画の策定完了

実　績 策定完了 － － － －

目　標 策定完了 － － － －

実　績

目　標

実　績

目　標
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事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

実施に
つなげる

実　績 － － － －
実施に
つなげた

H30年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

嘉手納町観光振興基本計画に基づき、観光誘客を目的
とした事業の実施につなげる。
（参考：H36町来訪者数　100万人）

目　標 － － － －

実　績

目　標

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【H30年度】
・観光客への本町の魅力発信と認知度向上を図るため、町の観光情報を発信するポータルサイトを制作するとともに、SNSなどを活用した情報発信に取
り組む。また、Wi-Fiを活用した動態分析や各観光施設でのアンケートを実施し、現状分析に活用できるデータの集積を強化する。
・嘉手納町観光振興基本計画に基づいた観光関連事業について、事業スケジュールのとおり遂行できるよう全体の進捗管理を行うとともに、関係者・団
体と密に連絡をとり、今後遅延のないよう事業実施に取り組む。

状
況
説
明

【H30年度】
・嘉手納町観光振興基本計画に基づき、観光誘客を目的とした32事業の実施を予定しており、現在14事業を実施中である。
・H30年度の観光客数は548,449人となっており、対前年比93.7％とやや減少している。

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

【H30年度】
・本町で開催したイベント会場にて観光客を対象に実施した「嘉手納町観光
アンケート」の結果によると、本町の観光情報の入手方法は町HPが一番多
く、次いで友人・知人から情報を入手しており、より多くの人に見てもらうよう
インターネット等を活用した情報発信の強化が課題となる。
・本町のマスコットキャラクター「いもっち」やSNS等を活用した情報発信事
業、インバウンド受入体制の構築、安全管理への取り組みについては予定ど
おりに遂行しているが、町観光協会の設立の遅れや各種観光施設の増築、
新築スケジュールの変更等に伴い、着手できていない関連事業がある。

【H30年度】
・本町の特産品や開催イベント、その他観光資源の認知度を高めるため、
より効果的な情報発信を検討する必要がある。また、本町の観光の現状
や市場の流れがどのような傾向にあるか分析し、エビデンスによる実効性
のある事業展開に努める必要がある。
・観光関連事業はそれぞれが密接に関連しており、個々の取り組みが全
体の進捗状況に大きく影響与えるため、スケジュールの見直し・管理・着
手を徹底する。
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－

実　績 － － － 64%減/基 －

町内の既存防犯灯のLED化によるCO2排出
量の削減割合
（防犯灯１基あたりの削減割合）

目　標 － － － 64%減/基

－

実　績 － －
防犯灯79％削減
街路灯65%削減 － －

平成26年度比CO2排出量削減率
防犯灯（79％）
　H26年度CO2排出量：約350ｔ/年（概算値）
　H28年度CO2排出量：約72ｔ/年（概算値）79%減
街路灯（65％）
　H26年度CO2排出量：約438ｔ/年（概算値）
　H28年度CO2排出量：約155ｔ/年（概算値）65%減

目　標 － －
26年度比

防犯灯79％削減
街路灯65%削減

－

－ 56％削減 － － －

平成26年度比で町内の防犯灯消費電力・
CO2排出量の56％削減を目指す（防犯灯使用
電力の発電に伴う沖縄電力のCO2排出量）

目　標 －
26年度比
56％削減

－ －

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）
進捗状況

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

全防犯灯・街路灯の調査完了

実　績 調査完了 － － － －

目　標 調査完了 － － － －

－

実　績

－

実　績 － － －
価格調査の
実施

－

価格調査業務

目　標 － － －
価格調査の
実施

－

実　績 － －
実施設計の
完了

－ －

デザイン街路灯のLED化に向けた実施設計の
実施

目　標 － －
実施設計の
完了

－

－

実　績 － 500基 375基 57基 －

既設の防犯灯及びデザイン街路灯のLED化
の実施

目　標 － 500基 375基 58基

執行状況の説明 ・最終的な執行率は97%となり、概ね計画的に執行できた。

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）
達成状況

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

事業期間中
の予算額
・執行額
【単位:千円】

－

実　績
現況調査
設計

－ － － －

町内全域の防犯灯・街路灯の現況調査設
計

目　標
現況調査
設計

－ － －

執行率（％）(B/A) 83.9% 100.0% 100.0% 93.5% 97.0%

うち
交付金充当額

4,898 32,140 29,372 29,598 96,008

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 総事業費

Ｂ．執行済額 6,123 40,176 36,716 36,998 120,013

Ａ．予算現額 7,297 40,176 36,716 39,557 123,746

事業内容 温室効果ガスの排出量を削減するため、町内に設置されている防犯灯・街路灯（933基）をLED照明に切り替える。

実施方法 ■ 直接実施 ■ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

平成 年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ－１０－（１）
26 29 該当箇所

担当部課名 都市建設課
事業実施
年度

平成 ～

市町村名 嘉手納町

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 嘉手納町防犯灯・街路灯LED化事業 沖縄２１世紀ビジョン 第３章－１－(3)－ア

基本計画該当箇所 地球温暖化防止対策の推進



（別紙）

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【H30年度】
・「嘉手納町公共施設等省エネ化推進事業」により、公園施設やスポーツ施設の照明をＬＥＤに切り替えていく。また、本町の省エネ化に向けた取組をＨ
Ｐや広報等で住民及び町内事業者に対して積極的に周知し、温室効果ガスの排出削減が民間においても展開されるよう引き続き情報発信を行う。

【H30年度】
・既存の防犯灯・街路灯をLED化したことにより消費電力が減り、1基あたりの
CO2排出量を64%削減することができた。平成30年度からは、更なる省エネ
化を図るため、「嘉手納町公共施設等省エネ化推進事業」を実施している。

【H30年度】
・第2次嘉手納町地球温暖化防止実行計画で策定した温室効果ガス（ＣＯ
２）の排出削減に向けて、引き続き削減に向けた取り組みを行う。

－ － －

状
況
説
明

【H30年度】
・町内の防犯灯・街路灯をLED化することで、年間のCO2排出削減量231,680ｋｇ-CO2/年となり、目標を達成した。

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

実　績

目　標

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

231,680kg
-CO2/年
削減

実　績 － － － －
231,680kg
-CO2/年
削減

H30年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

町内の防犯灯・街路灯をLED化することによる年間の
CO2排出削減量
・ＣＯ2排出削減量　　231,680ｋｇ-CO2/年

目　標 －



（別紙）

要領パターン
作成実施 － － － －

基地災害における避難実施要領パターン作
成

目　標 要領パターン
作成 － － －

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

地域防災計画の整備及び避難勧告等判断・
伝達マニュアルの作成

実　績
防災計画整備・
マニュアル作成

実施
－ － － －

目　標 防災計画整備・
マニュアル作成 － － － －

－

実　績

実　績

目　標

－

実　績 要領パターン
追加作成実施 － － － －

基地災害における避難実施要領パターン作
成の追加

目　標 要領パターン
追加作成 － － －

執行状況の説明 ・最終的な執行率は98.8%となり、概ね計画的に執行できた。

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

事業期間中
の予算額
・執行額
【単位:千円】

－

実　績
防災計画整備・
マニュアル作成

実施
－ － － －

地域防災計画の整備及び避難勧告等判断・
伝達マニュアルの作成

目　標 防災計画整備・
マニュアル作成 － － －

執行率（％）(B/A) 98.8% - - - 98.8%

うち
交付金充当額

6,333 - - - 6,333

H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 総事業費

Ｂ．執行済額 7,916 - - - 7,916

Ａ．予算現額 8,014 - - - 8,014

事業内容
　災害時における町民及び来町者の安全確保を図るため、避難行動・避難誘導及び避難所設置運営等の方針となる地域防災計
画を策定する。

実施方法 □ 直接実施 ■ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

平成 年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ－１０－（２）
29 29 該当箇所

担当部課名 総務課
事業実施
年度

平成 ～

市町村名 嘉手納町

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 嘉手納町地域防災計画整備事業
沖縄２１世紀ビジョン 第３章－２－(4)－イ

基本計画該当箇所 災害に強い県土づくりと防災
体制の強化



（別紙）

【H30年度】
・避難訓練等の各種防災活動を行う際には、拡充した地域防災計画を周知するとともに、仕事等で平日や昼間の訓練に参加できない町民を対象とした
知識普及活動を実施し、防災知識の啓発に努める。

状
況
説
明

【H30年度】
・H30年度に避難訓練を１回実施し、町民の防災知識の普及・啓発を図った。訓練参加団体５団体からアンケートを回収し集計した結果、
「目標時間までに避難完了し災害時における安全が確保されていると感じる」と回答した割合は80%であり、目標値を達成した。

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

【H30年度】
・避難訓練の中で、拡充した地域防災計画をもとに今後の町の対応及び災
害時の町民対応に関する説明を行い、防災知識の普及・啓発を図った。今
後も災害時の安全確保のため、継続して活動を続ける必要がある。

【H30年度】
・毎年の避難訓練等で、引き続き町民の防災知識の普及・啓発活動を実
施する。また、避難訓練に参加できない町民を対象とした普及活動を検討
する。

目　標

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

－ － －

実　績

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

80%

実　績 － － － － 80%

H30年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

地域防災計画を活用した避難訓練（１回以上/年）を実施
することで、防災知識の普及・啓発を行い、災害時におけ
る安全が確保されていると感じるか（80％以上）を含め、
訓練参加者等を対象としたアンケート調査を行うことで、
当該事業のあり方を検証する。

目　標 －


